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く
う
れ

ま
す

守(た
だ
し
‘
天
然
の
仙
川
料
開
を
原
料

と
し
二
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
い
あ
る

}

納
助
制
と
は
、
凶
骨
両
川
品
伯
仲
川
剣
の
働
き

を
助
け
る
た
め
に
使
m川
寸
る
も
の
で
す
@

例
え
げ
、
リ
ン
批間
以
は
.
水
山中
の
全

Mmイ
寸
ン
を
お
さ
え
軟
水
に
し
て
‘
汚

れ
告
訴
し
や
す
い
机
悠
に
し
た
り
‘
洗

制
川
怠
』
占
的
け
や
す
，
、
し
ま
可
。

ム
H

成
に
よ
「

て
つ
く
・り
れ
た
山骨
日
則
前

代
剣
に
は
、

生
物
が
対
処
で

8
な
い
色

々
々
間
同
町
が
あ
り
ま
す
ω

そ
れ
で
は
.
A
n成
洗
剤
に
含
ま
れ
る

問介
両
泊
代
制
川
や
補
助
制
が
‘
人
体
や
山H

然
界
に
ど
の
よ
う
わゆ
彩

W
を
う
え
る
で

し
ょ
う
か
ε

。
合
成
洗
剤
に
合
ま
れ
る
削汁
而
寸
前
作
削

-h
H
j
dM3
】

5
鴨

V
'ペ
トヘ
η
ヒ・
3
14

E
H
M
2
H
O
申
7

1
2
U
と
J
l

川
司

べ
て
の
む
の
の
し
火
州
似
h
M
を

F
げ

ま
す
の
で
、
生
物
保
の
バ

ラ
ン
ス
が

ュ、
、，，、も
=‘ト
E

，。

川
A

，，S
4
4
4
4
A
4

眠、

凶
頃
水
と
し
て
流
さ
れ
た
場
介
、
山
然

の
微
生
物
に
よ
る
分
解
悦
が
汎
〈
、

川
や
小川
の
山
内
れ
が
氾
行
ず
る
。

川
下
街
の
皮
膚明
炎
会
均
発
す
る
恐
れ
が

め
る
。
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人

は
皮
品川
炎
に
な
り
や
す
い
ω

川
下
水
辺
浄
水
川
市
寸
へ
の
必

μ腎
ら
、

ぬ
潜
哨
さ
れ
て
い
る
。

加
納
町
助
制
と
し
て
た
ぷ
れ
て
い
ゐ
、
リ

ι
 

ン
被
単
に
よ
る
線
航
等
の
ω
叫
常
作
品
位

に
よ
り
.
初
や
織
の
水
が
腐
敗
し
て
島」

ま
す
。

川
野
菜

・
く
だ
ら
の
等
は
、
洗
剤
を
使

川
し
て
ら
、
水
洗
い
し
r-
か
わ
ら
な
い
o

m野
菜
作
ゆ
ど
に
附
済
し
て
も
、
ぶ
で
洗

っ
て
も
部
ろ
ず
、
山
伏
併
す
る
ら
の
ら

あ
る
。

-

つ

づ

く

J

参
号
・
文
献

洗
浄
と
洗
剤

合

成

洗

剤

(6) 

地
入
力
飢

九日同
出
版
社

fi 
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家
庭
の
夏
@
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の

qu
冷
房
温
度
を

何
度
に
調
節
を
/

冷
川
防
相
国
度
を
l
度
上
げ
れ
ば
、

欄判
利

慨
は
約

一
一
川
節
約
で
さ
よ
す

2
日
よ
け
、
カ
ー
テ
ン
の

上
手
な
利
用
を
f

第三鰍秘縦約~.r

よ
し
ず

・
す
だ
れ

・
カ
ー
テ
ン
心
ど

金
上
手
に
使
つ
之
市
対
U
恥
ん
を
防
げ
ば

冷
房
品
川
県
も
あ
が
り
ま
す

3
冷
蔵
庫
の主

手
な
利
用
を
/

冷
却
崎
将
は
、
家
庭

m従
力
の
約
4
分

の
ー
を
消
費
し
亡
い
ま
す
@
ぽ
の
問
問

は
.
で
き
る
だ
け
少
U
'
¥
聞
く
時
間

を
約
く
し
ま
し
ょ
う

食
品
そ
ぷ
め
す

ぎ
る
と
.
冷
え
ト
H
が
怒
く
ル
リ
よ
す

t
k
仇
削
明
日
光
の
内
た
る
効
品
川
急
勉

け
.
後
ろ
の

ω・か
ら
川
七
ン

F
以
上
触

し
て
お
さ
よ
し
t
う

a
q
 

4
お
風
呂
は
潟
か
し
方
に

工
夫
を
/

わり
狐
叩いの
水
付
.

A
岨

Hmそ
午

Hm中
に

叫叫
ん
で
わぬ
い
た
り
.
ト
h
m
阿
必
然
を
制
刊
川

し一、
時
A
H
て
お
い
て
か
う
局
か
し
ま
し

ょ

う

主

た
.
家
u
R
か
繍
了
、
け
い
川

る
時
間
に
渇
か
し
二
次
々
に
は
い
る
と

lItillJ5:.可 811J (J stlJ 広"う必勺ゐゐーたと.b政令巴 4，5、

刊
の
揖
寓

氾
い
だ
さ
し
々
い

C
Uみ
主
4
・

5
テ
レ
ビ
は
、
つ
け
っ
ぱ
怠
し

巳
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
ノ

テ
レ
ビ
を
み
な
い
と
き
は
、
こ
ま
め

に
消
し
ま
し
ょ
う
.

⑤

洗
濁
は
、主

手
に
工
夫
を
/

決
岬
附
け
.
通
L
Y
↓
な
ほ
の
洗
濯
物
を
ま

と
め
て
洗
い
、

す
す
ぎ
の
前
に
脱
水
す

る
と
水
と
屯

%
の
節
約
に
な
り
ま
す
・

7
電
灯
は
つ
け
っ
ぱ
な
し
巳
し

な
い
よ
う
に
ご
注
意
を
/

-小
佐
々
あ
か
り
は
・』
ま
め
に
消
し
ま

し
t
う

翁

光
灯
は

.
n然
灯
に
比
べ

c
ωハ
l
七
ン
ト
少
々
い
泡
力
で
川
じ

め
か
る
さ
が
叫げ
ら
れ
.
上
町
命
む
H
K
く、

い
れ
似
円
で

す

制。

ク
ー
ラ
ー
や
照
明
器
具
の

お
手
入
れ
を
/

ク
ー
ラ
ー
は
.
7

f
ル
タ

l
の
柿
除

に
心
同
叩
け
て
く
だ
さ
い
・
7

f
ル
タ
ー

の
H
づ
ま
り
は
能
率
が
孫
ら
‘
快
適
々

冷
川
仰
が
て
さ
ま
せ
ん
。
照
明
器
具
は
、

ホ
コ
リ
や
汚
れ
に
よ
っ
て
加

1
却
パ
ー

セ
ン
ト
峨
く
な
り
ま
す
月
に
一
度
は

F
入
れ
告
す
る
の
が
上
手
な
使
い
万
で

す
.

⑬

レ
ジ
ャ
ー
は
、
鉄
道
・

パ
ス
の
利
用
を
/

マ
f
ヵ
ー
は

一
人
の
人
を
同
じ
ル
勝

地
ふ
の
に
.
辺
市
の
七
山
川
パ
ス
の
・h

uむ
の
多
H

恨
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
刊H
し

g
L
F
8

・‘
住
宅
巳
は

断
勲
材
の
使
用
を
/

析
し
く
札
宅
を
担
て
る
と
さ
‘
ま
た

は

m改
拍
況
を
す
る
と
き
は
.
断
熱

H"を

入
れ
る
と
.
J
JM
町
巧
品
川
が
か
れ坤
リ
節
約

，
、‘J
S
Lr
r
e

; H川l
く;の 県.f1p， ，守没 ンしのゴ J山11まま l区豆1I E日l臼 H こと 11 妓 H以正 11 F円1ニ す A l' l※摂 。瓜お ) 
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日
年
度
市
壮
年
海
外
派
遣
事
業
報
告

お .H蝋;1世ヰ句la2&11 

取
州
、

イ
ン
ド
聞
S
毘

辻

本

克

彦

II(! 制1~5 1j: 8 11 1 11徒lr

市
の
什
レ
ヰ
み
外
派
泣
に
応
門
骨
、
似
K
M

協
の
海
外
七
、
三
十
ー
に
同
行
し
て
コ

l

ロ
ツ
パ
.
イ
ン
ド
を
け
日
間
に
わ
た
っ

亡
悦
彩
し
て
さ
よ
し
た
。

観
光

H
的
を
度
外
似
し
た
旅
行
で
あ

っ
た
た
め
と
、

特
に
観
光
に
.1
ア
向
さ
U

h

ぞ
の
旅
行
で
、
本
来
物
口
す
は
山
的
々
や

じ
阿
川
似
性
ば
か
り
の
似
に
と
っ
て
深
く

反
符
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
c

初
め
て
の
七
地
を
見
る
幽
円
味
は
深
々

で
、
ご
く
限
ら
れ
た
夜
間
で
は
あ
「
た

が
隊
か
に
・
』
の
川
で
キ
ャ

ッ
チ
し
た
ら

の
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

ヲ
フ

f
ト
コ
ー
ス
は
.
大
阪
}
成
出

|
ア
ン
カ
し
ッ
ジ
|

ハ
ン
ブ
ル
グ
1

フ

ラ
ン
ク
フ
凡
ト

l
ロ
!
?
l
内
ぴ
フ
ラ

ン
ク
ワ
ル
ト
|
ジ
コ
す
|
ブ
|
三
た
び

フ
ラ
ン
ク
ワ
ル
ト

1
7
ウ
ェ
ト
l
l
I
イ

ン
ド
ベ
シ
コ
ジ
|
行
必
|
康
問
と
ち

ょ
う
ど
地
球
を
引け
め
・
二
国
し
た
コ
ー

ス
を
と
り
.
思
い
が
け
ぬ
災
同
の
凶
授
が

や
風
俗
期
間
俄
に
め
ぐ
り
あ
勺
た
リ
.
い

ろ
ん
作
也
氏
絞
と
川
仮
し
た
り
の
む
ま
け

っ
さ
で
れ
屯
な
体
験
を
し
た
。

む
っ
と
炎
読
が
れ
ん
ん
の
う
で
あ
っ
た

ら
、
た
く
さ
ん
の
人
主
ろ
と
い
に
流
が
a
u

て
た
は
ず
々
の
に
と
残
念
で
々
ウ
タ
い
。

活
し
併
さ
そ
う
々
ア
ラ
ブ
の
お
じ
さ

ん
や
‘
ブ
ロ
〉
ド
の
ハ
リ
ジ
エ
ン
ヌ
や
.

一応
気
そ
う
タ
ド

f
ツ
の
少
年
、
っ
と
同
席

し
て
ら
何
ら
・45
円
葉
を
交
す
・

』と
の
で
き

広報うおづあ~たと市政をむす弓;

大
海
九
ザ
似
川

わり

い
い
惜
し
さ
.
た
だ
け
礼
三
似
、川
m
T

・
?
の
似
で
ろ
う
ら
う
と
見
る
だ
け
の
た

礼
き
か
悔
や
ま
れ
て
タ
ら
ル
い

-

i
H
代
ロ
!
?
の
週
跡
に
常
険
ー
た
り
、

ベ
チ
ゥ
・
ノ
で
ロ
ー
マ
J

以内川上が
卜

υ人
の

M

パ
衆
の
仙一
ベ

ペ
ハ
い
例
の
ル
グ
イ
川
を
し

て
い
る
所
に
遭
没
し
た
リ
.
サ
ン
ビ
エ

ト
ロ
大
ヰ
誌
の
ミ
ヤ
ラ
ン
ジ
正
ロ
.

レ

オ
ナ
ル
ド
H
1H
V
M
l
ビ
・J
チ
の
大
山ぷ
品
川
に

心
を
移
れ
れ
た
リ
.
ロ
l
?
で
は
.
思

わ
ず
う
な
り
h

刊
の
出
る
よ
う
夕
刻
凶
慨
に

出
会
い
続
け
た
@

的
か
で
消
出
叫
ん
σ

仇
ジ
コ

ネ
l
ブ
で
は
、

ー
し

O
(同
際
労
働
慣
例
}
を
公
式
み

問
、
宿
舎
の

2
1
ス
ホ
ス
チ
ル
で
外
川

の
行
年
た
勺
と
さ
・ま
ざ
ま
の
交
似
を
し

た
り
.
レ
マ
ン
湖
九
世
ど
ス

f
ス
の
治
ろ

抗
引
い
た
風
物
に
ふ
れ
る

こ の reたわる しのこ - ー と -;' 1 :11 泊 二 リ ，jl)
い 以がぬ い れみ J揮さこ l司グ ヂ 耐力l Il吐 1犯 の も，~ vJ IIIJ ' 
fょ J'.めの f;わ で 危 ~l 1:の インド‘タージ7 ハールにτ 1:弓 リ') ，;) の Il!.f~ 11 ~ ・〉
だ 例るむがれや機 IJ，){ょ の 峨 1にさ見山肢 のッ Iム シ
き取主だ・〉 の勺 見免で う る'1: ド 注 入のン 針 JJ~ Ij_ '~悲 J~ trfのの i}f{l '''f ~I;. カ，( ，llj 七時，" 
お心~~~ f~ む 11 て :11 1.1. 11 ，二 @治 の f，jて人ド く ・だ it 役ん~1ー公 つて のと何iHl I .Jもワ
トしが じ い 現 本 いの ず が み と !JL!敏 い だ人そじしとな のの 大似た時あ の ゆ令 ジ るIl
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壮
年
の
海
外
派
遣
員
を
募
集

(8) 

jm
C
は
.
次
の
削弘知一
L
H
川
午
の
陶
川
町

派
池

H
4抗
震
し
ま
す

H

マリ
派
池
光

fγ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
、

f
y
リ
ア
.
内
ド
f
ヴ

.

ス
f
ス

F
H

リ

5
・・

I
l
l
-
、，
l

!

?、
比

比

丘

司

1
1
1
1
カ・に
l
J

W
U
E
で

V
派
必
人
U

l
u
h

円

v
応
必
代
的
u
k
向
精
与
も
し
、
市

内
に

一
年
以
上
白
似
し
尚
将
w
吹
か
・
リ

間
判
決
臼
年
l
川
l
u
m
l
札
)
ま
で

の
削り

k
で
.
川
村
米
と
ら
市
内
に
肘
伶

I
る
人

マ
参
加
政
州
日

-ド
げ
十
れ
れ
川
・
間
卜
り
け

たJ
刷
行
h
l
M
V

卜
じ
万
六

f
川
H
叫
び

そ
の
他
諸
機
州
H

V
徐
州
恥
則
川
町
年
。O
H
川
川
円
か
ら

品
川
口
日
ま
で

マ
間
い
へ
い
わ
ば
光

市
殺
行
会
H
H
八五
礼

会
数
行
制
叫

(g
n
1
2
2
0
り
内
線

1
0
8
-

へν-う
油
、

N 

笑の
い問
がよ

家 こ り

民会. 庭ぽの れ
日る
4皆

「山品
山
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
募
集

市
山
県

・
川
町
教
育
会
H
H
九
五
段
び
川
附
統

計
協
会
で
は
.
県
民
に
刊
す
る
叫
社
魁

制却
の
向
上
と
統
計
の
お
開
明
快
術
の
印刷
さ

人
の
た
め
‘
次
の
と
お
り
作
品
を
拶
縦

し
ま
す
。
山
代
の
皆
川
隙
多
段
応
昨
年
く
だ

マ
応
体
・
収
分

あ

一
郎

小

や

快
二一
年
生
以
ド
の
児
市

街
-
一郎

小

γ
M
M
附
一
牛
小
・
以
ド
の
児
俊

第
二
一部
中
小
川
代
の
生
徒

お
凶
郎
尚
、
サ
ゆ
r
校
以
L
し
の
常
生

・

生
徒

都
民
郎

一
mm

マ
剛
時
閣
惜
別

-
m
は
児
所
.の
M
U
山門
小
結
決

を
グ
ラ
ワ
に
し
た
も
の
と
し
.
他
の

叫
州
は
れ
山
と
し
ま
す
.

門V
応
ら
作
品
の
縦
約

お

よ
め
か
ら
第
三
郎
の
肘
紙
の
焼
防

uη
・
8
m
×
引

・
5
m
-
8
2
M門
}、

あ
問
m
-
五
郎
は
附

m
×
ロ

・
品
川

(
n
l
判
)
と
し
、
M
R
耐
の
似
仮
り‘

セ
ロ
ハ
ン
、
カ
バ

ー
等
ハ
川
河
仙
め
正
せ

ん
。
応
募
作
品

2
除
以
上
に
わ
た
る

「
・〉リ
1
ズ
む
の
」
ゐ
泌
め
ま
ゼ
ん
@

門

V

応
柑
持
続
切
削
H

9
Hけ
R
n

マ
作
品
滋
付
先

・
問
い
A
H
れ
せ
光

山川
山
市
新
総
山
総

一
帯
七
サ

市
山
川
明
品
協
陪
明
部
位
既
体
制
抑
制
限
探
例
鰍
将

位
向
附

8
0
7
6
4
引

4
1
1
1

F

内
線
3
9
4
)

マ
来
伐
法
制
中
資
科

(遁
正
な
選
択
と

加
に
)
及
び
グ
ラ
フ
の
よ
現
技
術
に

よ
り
ま
す
。
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ム
W
円
以
毎
回

』
」
ロ
ロ
円

u
n
u
7
r
b

C
3
3
4
 

第
お
国
間
庶
民
体
育

大
会
開
催

l
l県
民
総
多
加
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
|

|

第
ね
凶
川
町
体
は、

8
灯
8
日
制
1
H

nmま
で
の

4
日
間
を
中
心
会
期
と
し

て
県
ド

一
山内
で
聞
か
れ
ま
可
。
拙
明
伐
内

中
け
は
、
第
一
部

一チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
}
ス

ポ
ー
ツ

・
第
一
-郎

『川
町
民
ス
ポ
ー

ツ
.

郎
市
川
抗
戦
付
象
は

一
般
巾
ー
や
」
苔
・
一

部

(健
総
体
h
H
づ
く
リ
ス
ポ
ー
ツ
.
レ

ク
レ
l
シ
ョ・

Jm門

(体
行
剛
山
}

第

1
回
北
信
越

国
民
体
育
大
会

{
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
餓
技
}

ニ
の
大
会
は
‘

レ平
年
か
・
つ
初
め
て
問

削附
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
同
体
と
l
d℃
、ル化

い
他
地
um
の
山
川
山

・
HK

W
・
.わ
川
・
叫
帆

山中川

・
制
作

.
h削
除
の
ス
ポ
ー
ツ
的
動
の

川
山
市
此
を
制
リ
、
体
力
向
上
と
鏡
抜
水
川
小

雪
ぬ
め
.
縦
訓
門
と
じ
札
交
を
深
め
.
め
わ

けはて
帥
開
成
で
文
化
的
々
生
訴
の
町
立
に

市
川
才
ず
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
い
ま
す
ω

て
三
一
同
休
と
休
さ
れ
て
い
る
一

行
心

白
山
県
は
間
似
し
T
J
待
川
町
と
た
り
、
県
内

-h
山
人
附
で
会
場
を
初
当
し
.
的
小
山
山

は
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
銚
伎
会
ぬ

と
な
り
主
し
た
ゆ
場
所
は
払
川
出
向
山
以
グ

ラ
ウ
ン
ド

由

一，
一44

-
-F-aza
--
ニ

一ニ

ユJ
-

aM
7

一市
一
三
二
2
一-一同
一・一

-w
-
J
一
川-

a

一仰-山
一
-
-
-
-
一
紘
一
一

・
7

一・一
‘
一h

一
定
--2
‘
』・
ニ
・-
P

一」

11 

←h 

会

則

喝
月

1
一明
哨
m
M
M川
体
秋
則

一札制…
4

山
市

山

U
伶
一大
会
チ
選
M

刊は
H

W
二
外
川
市

』

-
E
A
t
H
事
リ

4

!

一
l

l
l
H
-e
f
5
F
S

一
割

く
わ
し
い

・
一
と
は
.
教
育
委
只
会
体

行
決

{S
U
I
-
2
0
0内
仙
抑
制
得
)

ヘ
レ
」
・
つ
叫
て
臼

V
市
幅
緩
伐

(幻叫仰
)

サ
γ
力
|
、
山
地
味
‘
牧
式
針
獄
、
ボ
ク

シ
ン
グ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
体
機
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ぷ
l
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
1
凡‘

軟
式

-M球
.
ホ

ッ
ケ
ー
、
ボ
ク
シ
ン
グ
.

ソ
ワ

ト
ポ
ー
ル
.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
円

辺、

ラ
f
フ
ル
射
懲
.
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
.
山
，
部
.
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
‘

比
例
辺
.
ク
レ
1

射
喰
.
ム
H

ト
球
.
枠
内
術

⑧互望D
水
泳
教
室

受
講
生
募
集
グ

円余
内
品
水
ブ
ー
ル
で
は
、
次

に
よ
り

9
付
か
・り
水
泳
教
山
幸
セ

聞
き
ま
す
。

初
心
い
刊
を
歓
迎
、
削
帆

f
の
怖
の
，

rは、

3
段
以
上
と
し
ま
す
。

do
川
川
円
か
ら
巾
込
み
を
企
付
け
ま

す
。
市
内
作
仰
の
人
及
び
初
め
て
の
巾

込
み
の
人
を
ほ
問
先
と
し
ま
す
。

巾
九
円
克
市
》
内
川
畑
水
ブ

1
ル

合
詑
1
1
2
6
3

や
っ
て
見
ま
し
ょ
う
F

『
ジ
ョ
ギ
ン
グ
』

夏
休
み
ら
中
総
に
入
リ
ま
し
た
。
九

仙
犯
で
円
十
削
判
マ
ラ
ソ
ン
が
伐
つ
様
り
。

ω
η
ω
Hの
恒
例
の
魚
津
巾
定
ろ
、っ

か
い
大
会
{A
コ
ー
ス
4
M
・8
コ
ー
ス

山
同

)
む惜別

5
M
Oを
迎
え

ま
す
。
A
ー
か
ら
ジ
ョ

キ
ン
グ

(砂
さ
必
り
}
で
体
会
鍛
え

て
大
会
に
銚
叫
靴
、
い

つ
ま
で

む
達
朽
で
お
く
あ
り
た
い
ら

の
で
司
.

な
お
.
b
u
旧
グ
ラ
ウ

ン
ド

(市
総
合
体
汀
紛
の
災
)
む

夜
間
関
一
明
が
し
て
あ
リ
ま
す
。

M

誌
の
伎
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
む

そ
う
険
h
u
世
史
法
の
.
つ
で

す
ω

8
月
の
ス
ポ
ー
ツ
二
よ
み

31 29 24 23 11 8 3 2 2 
日、[J IJ -[1 ロー 1:1u、13 u 十l
日11ω UII W 。11ω (11) 1U w 
|司~ {i"ツ，fj 大'r;{ E約百 1~大保

iifE 本TJ|司l t 
1(1少ff 会IlJ 大IIJ J最学I~ 行|

自f.J;;事 日l 会民L -Iilス
i羽ス l( ，1;学 {オ! /1' 

kll1 合;f. tI- 子商t 健| f. 
会~ l司| fI iKft J誕ツ

¥Il- の黒 ，(1¥ か市
会

内 京g~ H~ 手1・
i't l;Ji 

一 少 lよ j品 上拾
)11 年 か 1; 

総
合
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
合
体
育
館
で
は
、
お
紘
の
う
ち
、

次
の
臼
の
従
間
安
臨
時
休
館
に
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

8
川

M
臼山附

}
午
前
9
時
か
ら

8
月
向
日
制

}
午
後
5
時
ま
で

8
円
同
日

ω
}開
館
し
ま
明
。

ê.r~ '- i'J，-" ifτ "_. ，~ 

-
9月
の
歩
こ
う
会
・

9
け
の
砂
ミ
ウ
会
は
.
9
H川
に
天

神
山

へ
ぶ
ど
う
狩
り
に
行
さ
ま
す
@

8
月
初
分
に
屯
鉄
品
開
花
駅
前
を
出
品
化
・

従
少
で
天
神
山
ま
で
行
き
ま
す
。
参
加

品れは、

8
叫
吋
却
分
ま
で
に
屯
欽
此
制
球
駅

前
へ
集
ま
っ
て
く
だ
δ
ぃ.

4
H

代
食
持
参
-

(9) 
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8 
福月
祉 11
年円
金か
のら
支
Jム

カf

始
ま
り
ま
す

-
1
8月
中
に
受
取
り
ま
し
ょ
う

l
l

8
川
口

U
か・リ

.
M
U椛
午
全
の

dnη

上
A
H
払
削

-4
川
か
・
り
7
川
ま
で
の
ー
か

パd
H
-

の
え
H
い
い
が
め
土
リ

t
J

uo
川
の
ぷ
払
4
H
e
受
け
たい
り
け
.
川

し
亡
く
だ
さ
い

悩
祉
年
令
ぱ
.
そ
け
て
い
る
が
人
や

配
備
お
又
は
H

仏
議
苑
務
行
専
に

一
定
の

幅
削
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
り
.
初
Ha年

金
以
外
の
年
金
を
そ
け
て
い
た
り
す
る

で
す
か
?

じ存を金年害障

-
年
以
上
保
険
料
を
帥
閉
め

τい

る
人
が
険
害
者
に
な

ヲ
た
と
き

h
-1
f
 

亀
u

・

・1

必
-
-

と
、し
r
A
析
を
停
止
さ
れ
る
こ

E
が
ぬ
り

土
f山

役
目州，
、
日
.
川
い
小
小
の
崎
川
吋

e
A

合
し
ご
・
年

'oZ旬、つ
け
ら
れ
る
人
に
勺

い
t
.
A
Aに・
午
州
の
ドA
払
金
制
を

ぷ
・へ
し
.
川
H
け
よ
日
こ
ろ
いね
沿
し

r
る

こ
と
に
し
て
い
ま

す

品

川
の
拠
出
か

迎
れ
主
す
と
‘
つ
ぎ
の
日
川
口
口
か
、
り

の
五
払
U
に
年
八
収
一を
受
け
う
れ
令
い
こ

と
に
わ
句
り
ま
す
か
ら
J
内
企
く
だ
さ

い
れ

例
代
年
金
で
は
.
例
代
年
金
に

加
入
さ
れ
て
い
る
ね
が
.
内
八
や

け
が
な
ど
で
恨
い
m
剛山町けいれ
と
れ切っ

た
と
さ
に
は
、
附
剛
山
R
H
化
合
会
主
給

し
て
い
ま
寸

子
弘
の
.
↑
N
山
々

H
を
は
じ
め
.

n
-ば
・
内
um及
び
制
神
障
山
氏
タ

ど
身
体
に
添
い
陪
山
帆
り
を
感
じ
て
お

う
れ
る
万
は
.
例
代
年
金
の
隊山
札口

年
金
そ
そ
け
る
句』と
が
で
き
よ
す

の
で
、
復
仕
仇
の
トり
で
む
総
出問
で
J

か
ら
、
市
役
所
川
代
年
合
保
の
窓

口
で
一

度
ご
制
ぬ
に
hu
っ
て
く
だ

魚
津
市
国
民
年
金
委
員

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

マ
会
ド
K
H例
制
川山崎雌
W
4
H
引川

V
刷

-

A

守山
，K
H山IP
ト
干
・
卜
‘トヘ町

.
qも
・

4

l

e
-
-

mリ山川
4
K
下
川
川
.
マ

m.恨
i
山
肌
場
政
一

品川
(村
本
ヘ
船
川
小
伝
pt
{村
士
、
一

機
K
世
紀
ん
へ
・上

下
中
品

、
河
川
久
一

氏
主
中
山
て

本

-W
3ふさ.一

出向上品下品川
一
K
計十り
ヘ

山
川
崎
定

一

一

江
川H
H

竺

じ
れ
た
ゅ
よ
泊
ド
.
払
川
一

地

m
mA.火神
へ
U
W
・々
本山札
二・て
内
一

術
総
}
J
川川山
H
H
a
加
附
-.
川
崎
判
比

一

色市
民
総
H
K
.

v
w
h悦

i
g村
助
dm

一

作

'unト士、
陥
川
・什

二
U
H
川

・

0
同
年
度
の
恨
定

ゆ

川

向

一

-
年
A
V
d
安

川

の

研

修

会

一

・
毎
月
畑
山
3
木
曜
日
に
年
金
制
一

議
所
開
設

一

・
創
刊
社
会
保
険
恨
傷
品
川
と
の
一

議
議

一

・
時

.

則

2.ω
人
会
タ
一

|

|

7
月
1
日
に
初
総
会

|

|

市
内
に
は
年
余
・の
険
ぷ
を
さ
れ
て
い

心
川
代
年
余
添
川
は
引
の
二
百
九
人
ね

い
亡
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
凶
民
年
余
香

川
合

.
本
化
し
た
釧
織
が
は
く
.
田
川
修

会
の
州
側
な
ど
安

u
n身
の
信
拘
の
渇

が
少
な
く
.
同
氏
年
余
制
度
運
営
に
つ

い
て
の
立
は
を
か
わ
す
険
会
が
乏
し
か

っ
た
‘2
4.
同
川八
年
金
川
・
へ
行
や
年
金

受
給
計
に
刈
J
る
肋
バ
.
仏
州
開
ら
充
分

に
亡
、J
々
か
っ
た・

』と
か
う
、
か
ね
亡

か
ら
.
、協
ぷ
九
五
」
の
ぷ
収
の
仰
が
知
也
、
ご

て
い
主
し
ん
.

Ah仏
総
会
と
日
年
度
の
総
会
は
7
川

l
nに
市
役品川
で
聞
か
れ
.
役

N
や
市
p

t社
両
を
次
の
よ
、
つ
に
き
め
ま
し
た
.

0
役
U
H

さ
い郎川

行
総
合
の
下
U

刊
さ

e
Jる
た

め
に
は
、

K
附
の
珍
断
々
が
必
必

で
司
が
.
子
M
ほ
の
.
十
日
山
々

H
H叫

ぴ
柏
州
防
山
ド
げ
の
む
で
、
山
間
へ
さ

也
二
-F'、
で
h

ゅ
う
は
ヒ
J
.
留
守
J

I
l
l
-
4
a
A
I
l
-
4
F
 

の
が
悦
で
芯
断
k
H
作
成
の
凶問符
U

十り
に
つ
い
て
は
.
川
相
で
指
定
し
て

い
る
医
師
が
爪
篠
弘
診
し
ま
寸
.

m
剛
Y
H年
金
の
削削は‘

一
一
級
郎
官

ご
年
制
・九
九
じ
.
に
凡
ぐ
、
川
.
-
-

mい怖心
A
C
年
制
問
じ
八

.
C
C〈

円
で
す
，

令ねんきん標語令

しあわせを

築く年金

こぞって加入

児
童
扶
養
手
当
I
l
l
1
M

特
別
児
童
扶
養
手
当

|
L

。。

現
況
属
を
お
早
自
に

川
町
品
川
U
N
か
ら
9
川

M
M
ま
で
の
川

に
.
児
島
帆
以
嵯

r旬
、
特
別
児
低
J入
車

rー

の
凶仇叫山
川
を
ぬ山川
し
て
い
た
だ
く
・』と
に
わ
惜

っ
て
い
ま
す
.
間
紙
は
市
什
.4
1
ぶ
引
飢
ぷ
に
あ

り
ま
す
か
ら
、
印
柑
帽
を
お
向
付
ら
の
サ
え
お
い

で
く
だ
さ
い
.
従
山
山
8
れ
か
坤
い
と
F
A
XS
の
支

給
が
体
化
主
れ
る
こ
と
が
め
り
志
す
か
ら

必
ず
総
出
し
て
く
だ
さ
い

ゎ
リ
ぉ
.
し
rA給
製
作
は
次
の
よ
う
に
hu
っ
て

い
E
Vか
・
り
、
支
給
の
H
川
敏
と
h

ゆ
る
ん
は
市

什
会
制
M

飢
ぷ
の
怒
川
で
抑
ボ
し
て
く
・
た
占
い
.

児
宣
品
伏
隻
手
当
と
は

次
の
い
づ
れ
か
に
ぷ
釘
ず
る
、
同
様
未
満

の
児
島
収
ル
句
集
勺
て
い
る
川町、

ま
た
は
長
行
事
円

に
文
給
さ
れ
ま
す
。

五
父
叫
叫
が
般
的
し
た
児
償

三
文
が
死
亡
し
た
児
島
帆

-3
父
が
出崎川川
で
定
め
る
伐岬ほ
の
縫
疾
の
状

態
に
あ
ゐ
児
島
帆

バ
ハ
え
か
ら
.
年
以
上
波
車推
さ
れ
て
い
る
児

指

m

h

い
M
W
刷酬
に
よ
ら
タ
い
で
生
ま
れ
た
犯
市

h

悼
む
.
定
制
以
上し
の
所
得
が
あ
る
助
会
や
-

M
f年
金
な
ど
の
公
的
年
金
主
4
け
て
い
る

場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
.

特
別
兜
盆
扶
隻
手
当
ど
は

村副仰
の
発
述
が
巡
れ
て
い
る
た
め
、
常
時吋

介

A
が・
必
必
は
初
必
ぷ
渦
の
犯
島吐
.
ま
た
.

保
山崎や
山
皮
の
山
崎
侠
の
状
帥
却
に
あ
る
初
級
ト
ボ

尚
の
犯
硫
を
長
打
し
て
い
る
父
川
町.
ま
た
は

集
刊
行
に
t
A
給
さ
れ
よ
す
.
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受
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M
V
4
1
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勺
例
制
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V
A交
付
日
午
ぬ
1
1
2
M川

V
盲
目
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
厳

傷

風

(
=
一
種
混
合
)
予

防

嬢

種

V
必
勺
行

m・
川町

H
り
け
!
日
没
λ
H
.
2
川崎児

A
3
仇
児
て
正
戸
時柑仇山聞
の
終
f
1
・
、い

た
い
幼
児
々
た
む
"

m
-a州刷
』

Hm
.聞
を
Z
M
1
3
川
ぬ

M

刊
終

f
nで‘
ω刷
抗
打
仲
代
川
刊
日
後
l
作
?
を

H
W
叫
却
し
℃
い
る

3
a児

マ
心
お
.

4
俗
児
1
・3
u岐
川
弘
明
、
初
川
協
同

日刊
の
間
航
が
巡
れ
た
幼
児
は
‘
一
二
M
門
別
批

ヘHH
H

亡
主
主
竺
ん
が
、
ジ
フ
テ
リ
ア
レ
傾

向
凶
唱
の

.u
w
H
北
へ
口
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

V
実
施
M
W

γ
受
付
時
間
H
待
行
と
ら
午
性
向
l
M吋
知

ヶ
1
2
年

3

:日

円

v
於
バ
芯
令
市
川

川
世
吃
鉄
…1
て
い
る
入
、
ま
た
は
符
し
い

栄
依
防
災
の
秋
態
に
あ
る
人

山
心
臓
品
川
管
糸
.

し
ん
隙
侠

mbま
た
は

引
um
t
叫
山
崎
々
と
の
た
め
に
品
川
械
を
勧

y
f
れ，

、
い
る
人

小川
弘
同
L
L
-Jと
す
る
筏
林
漁
の
成
分

に
よ
リ
.'
レ
ル
ギ
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を
U
E
r
る
h
O
そ

l
e
J
b
む
k

t

h
I
J
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H
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除
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刊
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州
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応
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川
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の
あ
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山
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川
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伽
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内
・
1

け
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ふ
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ヰ
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L
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あ
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出
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山
明
ふ

L
，
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い
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押
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が
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峻
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、
仲
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し
て

く
だ
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い
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.
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円
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内
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介
H
ん
本
政
の
健
保
作
用
に
つ
い
三

【似
蝕

M
f・
伐

'm'什凡
(栄
長
eh
L

プ
バ
食

も
め
を
た

ι品
川
》

画
書
簡

燃
え
よ
人
命
y
・
本
と
の
ふ
れ
あ
い

;司

夏
を
す
ご
す
/

.L
H
aU
ト

ιv
e--u

阪
に
た
ゐ
uhさ
か
行

1
1

f

--
の
た
何
く
良
を
、
ム
リ

h

川市
L
，、
J

ご
J
た
山
川
に
.
本
が
少
し
い
れ

F
伝
い
L

I
L
L
・2

-U
リ
、
み

へ
山
へ
と
-
僚
に
山
山
か
け

る
人
が
多
い
の
で
は
タ
い
で
し
・
ゅ
う
か
。

『
民
宿
i
全
国
名
物
民
宿
ガ
イ
ド
ヒ
弘

前
山
仇
叫
札
制
民
叫
山
川棚
』

「北
海
道
・
ぐ
る
り
ト
コ
ト
コ
』
(以
新

ト
札
世
引

「軽
井
沢
ヒ
ト
ラ
ベ
ル
J
O
Y
細
山
川
郎

制
-

「
拍
叫
が
山
釣
り
と
山
菜
へ
の
睡
闘
い
』
(打川

本
凶
似
片

々
ど
が
ら
り
主
才
ご
利
山
川
く
だ
さ
い
，

八
け
り
は
‘

・
』
と
ら
に
と
1

亡
、
一

昨

取
し
い
夏
休
ム
の
バ
之
ら
め
リ
主
才

『
母
と
子
の
あ
き
箱
細
工
』
{広
明
沢
完

-r

n
-

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ア
イ
デ
ア
工
作
に
発

叩
同
会
側
-

『紙
の
お
も
ち
ゃ
川
点
』
(グ
ル
ー
プ
紙

の
川
お

々
と
を
今
yJ
に
、
相
同
-Y
で
仁
作
を
す
る

の
む
山択
し
い
，
、
し
主
う

F

hz
け
.
白
川
町
山
K
い
う
え
に
‘
夜
に
わU

る
と
.
Wし
く
わ
当
る
の
で
お
そ
く
ま
で

起
主
ご

い
ゐ
・

τ
-が多
い
よ
う
で
す
e

ね
じ
れ
わ
川

い
仮
に
は
‘
十
A
特
に
は
れ

る
k
v
u
い
か
が
亡
し
よ
う
か
争

「
ス
ペ
イ
ン
・
ジ
ョ
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三
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回

郎
ぷ
縦
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『
ヨ
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ジ
ユ
ン
の
び
っ
く
り
ハ
ウ
ス
ヒ
断

問
削
細
川V
と

『
恥
骨
歯
車
、
-m3
集』
(大
阪
旋
回
刀
剣
}

な
ど
.
続
し
い
本
が
、
た
く
さ
ん
人
っ

て
い
ま
す
.
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と
う
ぞ
、
ご
覧
く
と
さ
い
.

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

で
、
無
料
で
す
。
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座
開
催
の
ご
案
内
ー
ー

合
一

一般級車
党
議
座

と

さ

9
月川
に
日
倒

拍問
題
「
昔
日
物
の
旅
路
」

A

附

u
m
q
光小
島

(新
興
出
版
社
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説
』

古
文
ふ
と
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を
昂
る
つ
ど
し

-
毎
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一

一回・惜別
e
-
L
L

刊唱
に
開
催
予
定
)

と

さ
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H
ω
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附
ん
い
川
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日
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か
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と
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加
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組
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.1
組
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ま

す一

を
芯
立

8
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な
い

町
内
会
が
北
地
区
げ
%
も
あ

リ
注
す
。
谷
町
内
会
を
‘
山
下

位
と
す
る
組
合
の
設

ιは
任

怠
で
す
が
.
納
鋭
に
対
す
る

市
代
の
伴
さ
ん
の
納
悦
秋
山
げ

の
山
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隊
"止を
け
る
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え

で
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合
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設
ぷ
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大
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必
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の

制m
A
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J
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れ
ま
す
と
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点
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よ
寸
。
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叫
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令
仙
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H
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付
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初
円
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内

⑥
一

部
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合
日

一

人
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付
さ
川
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で
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付
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ま
ぜ
.

②

市
税
取
扱
奨
励
金

市
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取
級
奨
励
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‘
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間
M
に
分
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け
て
次
の

t
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に
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し
ま
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l
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6
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亡
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(7
川
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U
J
HU
H
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よ
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納

付
品川
}
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川
川
い
。

9
m叩
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川

{
ω

H
n

か
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H
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で
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日
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年

2
H
に
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戸
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引
4
M
-l
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か
・つ
3
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で
の
納

付
制
}
一U
5川
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。

小
ぬ
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H
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に
配
付
し
た
納
M
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叶
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窓
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叩
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付
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・
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叩
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仏
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あ
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迎
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